
　

　生活保護世帯の増加 誰もが生活困窮に至るリスクに
　非正規雇用の増加 直面している
　ニート、ひきこもりなど （全国的にも血縁、地縁の希薄化も・・）

〈　セーフティネット　〉

　⇒失業保険、社会保険による給付等

　　第２のセーフティネットとして構築　

　⇒生活保護に至る前の段階で支援を行う

　　　

★生活困窮者自立支援事業

　　生活困窮者に対し、自立相談支援事業や家計相談支援事業その他の支援など

    生活困窮者からの相談に応じて、就労その他の自立に関する支援を行う。
　　

佐渡市社会福祉協議会へ委託　　　困窮者の新たな相談窓口として

　　・主任相談支援員
　　・相談支援員
　　・就労支援員

　　　※さまざまな課題を抱える困窮者の方に対応するため、関係機関等と連携しながら
　　　　　本人への寄り添い型の支援を行います。

（佐渡市社会福祉協議会本所内）

　新たな制度として
　「生活困窮者自立支援制度」
　　がスタート

資料№１

◎生活困窮者自立支援制度   　　平成２７年４月～

〈第１のセーフティネット〉
社会保険制度・労働保険制度

〈第２のセーフティネット〉
生活困窮者自立支援制度

〈第３のセーフティネット〉
生活保護制度

平成29年11月7日
社会福祉課援護係

◎生活困窮者自立支援制度について

生活自立相談支援センター 　　３名の専門相談員を配置して、困窮者支援
　　にあたっています。

　　　　・生活保護になる前の
　　　　  段階での支援が必要
　　　　・複合的な課題の対処

○対象者は、生活保護以外の困窮者 

○失業者、多重債務者、ホームレス、 

  課題問題を抱える困窮者等々 

→生活保護に陥るおそれのある方・・ 

生活保護 

①健康で文化的な最低限度の生活の保障 

②自立の助長 

③世帯単位 




